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Epidemiological study toward constructing a mental health care system 

on campus: sense of coherence 

Shigemi TAKAYANAGI*, Hideaki FUKUMORI, Atsushi ICHIMIYA 
and Shuzo KUMAGAI 

要旨

学生のメンタルヘルス維持のための教育および業務を交えた支援体制づくりを構築することを目的として，

九小卜1大学教育研究プログラム・研究拠点形成プロジェクト (P&Pプロジェクト） EQUSITE Studyを実施して

いる。このプロジェクトに参加した 1年生の初年度のストレス対処能力（首尾一貫感覚： SOC) および主観

的健康感，主観的ストレス，生活習慣との関連性について検討した。その結果，主観的健康感やキャンパス生

活の満足感が高く，主観的ストレスが低い者ほど， SOC得点の高いことが示唆された。また，生活習慣項目で

は，規則正しい生活をしており，主観的な睡眠の充足度が高いほどsoc得点の高いことが報告された。
キーワード： EQUSITE Study, メンタルヘルス，首尾一貫感覚 (SOC) , 生活習慣

(Journal of Health Science, Kyushu university, 33: 87-90, 2011) 

目的

複雑化した現代社会ではさまざまなストレスにさら

されることが多く，ストレスから完全に回避すること

は不可能である。そのようななかで，首尾一貫感覚

(sense of coherence : SOC)がストレス対処概念として

注目されている。 SOCとは，アーロン・アントノフス

キーによって作られた人生に対する志向性尺度で，き

わめて強いストレスやトラウマに直面しても心身の健

康を保持し対処に成功している人々に共通する要因と

して見いだされたストレス対処能力概念である。 SOC

は，把握可能感，処理可能感，有意味感の 3つの構成尺

度からなり， SOC の強い人ほど健康—健康破綻の連続
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体上において健康の極側への移動あるいは維持能力が

高いとされている 1)

近年， SOC得点が高いほど，冠動脈性心疾患2)'2型

糖尿病3)の罹患率および，がんの発生率4)を下げるこ

とが報告されている。また， SOCとwellbeingや生活満

足度5) 6) との関係が示唆されており， QOLに関連する

要因としても注目されている。

一方，九州大学では，学生のメンタルヘルスに関連

する基礎的知見を収集し，メンタルヘルス維持のため

の教育および業務を交えた支援体制づくりを構築する

ことを目的として，九小卜1大学教育研究プログラム・研

究拠点形成プロジェクト (P&Pプロジェクト）EQUSITE 

Studyを実施している。このプロジェクトは， 1年生全

員を対象として，メ ンタルヘルス ストレス対処能力

生活習慣，身体活動量，就学状況等について卒業まで

の追跡調査を行うものである。

本研究では，EQUSITEStudyに参加した 1年生を対象

に初年度のストレス対処能力ならびに主観的健康感，

主観的ストレス，生活習慣との関連性について報告す

る。

方法

1. 対象

九州大学P&Pプロジェクト ・EQUSITEStudyに参加

した平成 22年度入学 1年生で，有効回答が得られた

2041名（男子 1414名，女子 627名）。

2. 調査時期

初年度は，生活習慣が安定する 5月中旬以降から 6

月中旬までのおよそ lヶ月間で配布・回収を行った。

3. 調査項目

• 生活習慣行動調査：オリジナルアンケート調査

・主観的健康度： 4段階の健康に対する自己評価

・ストレス対処能力（首尾一貫感覚： SOC13項目版）

アントノフスキーによって開発された「人生の志

向性に関する質問票」をもとに山崎らが作成した日

本語版socスケール1)の 13項目版を使用した。各
項目に対して 7段階 (1,--....,7点）で回答し，その合計

点 (13,--....,91点）を SOC得点とする。得点が高いほ

どSOCが強いことを示す。

4. 調査方法

本調査は健康・スポーツ科学演習授業時に配布・

回収を行った。

結果と考察

soc得点と主観的健康感，主観的ストレス，生活習
慣項目のクロス集計の結果を以下に示す。

soc得点は男子 54.5士10.70 (N = 1414) , 女子
54.93土10.77(N=627) で男女に差はなかった。

『主観的健康感』で「非常に健康」「健康」と回答し

た者が，男子： 85.0%, 女子： 92.2%であった。さらに，

女子は「全く健康でない」と回答した者が0%であり，

男女とも主観的健康感は高いといえる。また，男女と

も，主観的健康感が高い者ほど， SOC得点が高かった

（表 1)。先行研究においても， SOCの高い群ほど健康

状態の自己評価が高いという結果が示されている 7)。

『主観的ストレス』に関しては，主観的ストレスを

感じる者ほどsoc得点が低かった（表 2)
『キャンパスでの学生生活の満足感』については満

足している者ほど男女とも SOC得点が高かった（表 3)。

生活状況および生活習慣との関連では，男女とも，

規則正しい生活をしている者ほどsoc得点が高かった
（表 4)。

主観的な睡眠の充足感が高い者ほどsoc得点が高か
った（表7)が，平日の睡眠時間に関しては男女ともsoc
得点に差は見られなかった（表 6)ことから，客観的な睡

眠時間より主観的な睡眠充足感の方がSOC得点と関連

していることが示唆された。

朝食摂取の頻度に関しては男女ともsoc得点に差は
見られなかった（表 5)。

住居形態，経済的状況，課外活動の参加の有無，飲

酒に関しては男女ともsoc得点に差は見られなかった。
以上のことより，主観的健康感やキャンパス生活の満

足感が高く，主観的ストレスが低いほど， SOC得点の

高いことが示唆された。また，生活習慣項目では，規則

正しい生活，主観的な睡眠の充足度が SOC得点と関連

していることが示された。
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表 1.主観的健康感から見た SOC得点

1非常に健康である 2. 健康である 3あまり健康でない 4全く健康でない

男子 59.08土12.54 54.51土9.78 49.69士10.03 45.63土14.98 ＊＊ 

女子 59.74土11.05 54.64士10.33 48.92土11.14

゜
＊ 

**P<.001 *P<.05 

表2.主観的ストレスから見た SOC得点

1. ほとんどない 2. たまに感じる 3よく感じる 4. いつも感じる

男子 60.23士11.25
-------------― ----- -

54.67土9.03
------ ---

47.67士9.09
--------------

38.24土9.98
-------- --- -

＊＊ 
- - . 一

女子 62.46土10.30 55.29士9.34 47.19土9.23 45.57士11.70 ＊＊ 

**P<.001 

男子

女子

男子・-----
女子

表 3.学生生活満足度から見た SOC得点

1非常に満足している 2. かなり満足している 3. どちらともいえない 4あまり満足していない 5まった＜満足していない

60.81士12.69 56.87士9.91 52.6土9.29 49.09土9.82 46.53土12.07 ＊＊ 
-----------・ ・---------・ --- -----・ ----------・ -------・ ー・

64.98土11.57 57.03士9.87 51.69土8.76 46.98土9.08 46.85土11.18 ＊＊ 

**P<.001 

表 4.規則正しい生活から見た SOC得点

1非常に規則正しい 2まあまあ規則正しい 3あまり規則正しくない 4非常に不規則

59.82士13,59 55.96土10.12 52.5士9.83
--------- - ---- --- ---- ＊”・ー・ー・~―-------
60.79土12.60 55.49士10.75 54.17土9.13

47.84士11.18
--------------

47.26土9.36

＊＊ 

＊＊ 

**p<.001 
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表 5.平日の朝食摂取から見た SOC得点

1. ほとんど食べない 2時々食べる 3ほとんど毎日食べる

男子 52.87士11.51 54.44土10.31 54.78士10.66
-----------------------------------------------------------------------------------------------------

女子 53.17土8.28 52.08士11.80 55.39土10.55

表 6.平日の睡眠時間から見た SOC得点

①4時間未満 ② 4-5時間未満 ③ 5-6時間未満 ④ 6-7時間未満 ⑤ 7-8時間未満 ⑥8時間以上

男子 49.59土9.17 53.50土11.27 54.28土10.44 55.43士10.47 55.59土11.70 53.15土9.94
・-------------------- ---- --・ ------------ ------------ ・--- --- -- --------

女子 52.78士10.88 54.02土11.22 55.09土10.53 55.87士10.40 54.52士10.33 55士11.1

表 7. 主観的睡眠の充足感から見た SOC得点

1. 足りている 2まあまあ足りている 3あまり足りていない 4全く不十分

男子 57.21土11.36 55.65士9.81 52.91土10.38 50.57士12.11 * 
------------------------一ー・・----------------------------------------------------------------------------------------―ー・
女子 58.21土11.58 57.04土10.10 53.8士9.97 46.69土9.26 * 

*P<.05 




